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主催：大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国際日本文化研究センター
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イスタンブル工科大学(トルコ)　非常勤准教授補／日文研  外国人研究員

   

 
 

  
1995年、ハノイ国家大学人文社会科学大学文学部日本言語文化専攻卒業。1998年、同大学（言
語学専攻）にて修士（M.A）取得。2015年、ベトナム社会科学アカデミー社会科学学院（比較対
照言語学専攻）にて博士号（Ph.D）取得。現在、ベトナム社会科学アカデミー附属東北アジア研
究所日本研究センター所長。2017年4月より国際日本文化研究センター外国人研究員を併任。
専門分野は日越対照言語学、比較コミュニケーション文化、ライフスタイル文化。主な著作に、
『日本における伝統工芸品産業の保存・振興』（共編著、社会科学出版社、2003年）、主な論文に
「依頼に対する断り発話行為におけるベトナム人日本語学習者のプラグマティック・トランス
ファー」（『東北アジア研究2015年』、ハノイ国家大学出版社、2016年）、「日本人の断り発話行為
の言語的・文化的特徴」（『東北アジア研究2014年』、ハノイ国家大学出版社、2015年）など。
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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　講師  ゴ フォン ランベトナム社会科学アカデミー 東北アジア研究所・日本研究センター 所長
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各
民
族
や
各
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
有
し

て
い
る
言
語
的
な
特
徴
は
、
そ
の
民
族
の
文

化
・
社
会
規
範
や
行
動
習
慣
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
ま
す
。
文
化
的
な
背
景
が
異
な
る
話
者
が
異

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
き
、

そ
の
誤
解
に
よ
り
、
文
化
シ
ョ
ッ
ク（culture 

shock

）や
文
化
衝
突（culture conflicts

）を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
各
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文

化
の
特
徴
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
相
違

点
と
類
似
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
異
文

化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
衝
突
を

避
け
る
の
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

本
講
演
で
は
、
日
本
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
挨

拶
、
ま
た
、「
ほ
め
」や「
断
り
」の
発
話
行
為
に

見
ら
れ
る
言
語
的
な
特
徴
を
検
討
し
ま
す
。
両

語
の
間
に
は
、
驚
く
ほ
ど
類
似
す
る
点
も
あ

り
、
も
ち
ろ
ん
大
き
な
相
違
も
あ
り
ま
す
。
こ

こ
か
ら
、
日
本
人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
が
こ
れ
ら
の

行
為
を
行
う
際
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
や
、
そ
れ
を

支
配
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。
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: 
Focusing on the Speech Acts of M

eeting, Farew
ell, Praise and Refusal

　

コメンテーター  伊藤 哲司　茨城大学  教授

1993年3月名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程満期退学。博士(心理学）。1993年4月よ
り茨城大学講師。2006年から同教授。2014年9月から茨城大学地球変動適応科学研究機関
（ICAS）機関長も務める。
専門分野は、社会心理学、ベトナム文化研究、サステイナビリティ学。主要著書に、『ハノイの路
地のエスノグラフィー』（ナカニシヤ出版、2001）、『ベトナム不思議な魅力の人々』（北大路書房、
2004）、『アジア映画をアジアの人 と々愉しむ―円卓シネマが紡ぎだす新しい対話の世界』（共著、
北大路書房、2005）、『サステイナビリティ学をつくる―持続可能な地球・社会・人間システムを目
指して』（共著、新曜社、2008）、『「渦中」の心理学へ―往復書簡・心理学を語りなおす』（共著、
新曜社、2010）、『21世紀を生きる社会心理学―人間と社会の探究入門』（北樹出版、2016）など。

講師 ： ニコラ フィエヴェ　フランス国立高等研究実習院（EPHE) 歴史学・文献学学科 教授／日文研 外国人研究員 
コメンテーター ： 稲賀 繁美 日文研 副所長　 　

14:00～16:00第 3 1 5回 日文研フォーラム 2017 年 11月 14日（火）　

日文研  外国人研究員


